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３０・１・２８

作
成
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
現
在
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
や
特
に
雨
天
時
は
バ
ス
が
満

員
と
な
り
、
日
本
無
線
前
バ
ス

停
で
乗
車
を
断
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
と
聞
く
。
共
同
住
宅
開
発

後
は
利
用
者
の
更
な
る
増
加
が

確
実
だ
。
市
民
の
移
動
手
段
や

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
開
発
事
業
者
に
、
入
居

者
の
バ
ス
及
び
自
転
車
利
用
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
出
さ

せ
、
バ
ス
事
業
者
と
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。
更
に
、
共
同
住

宅
専
用
バ
ス
の
運
行
の
検
討
を

開
発
事
業
者
に
要
請
す
る
。

議
員
　
今
か
ら
考
え
ら
れ
る
阻

害
要
因
を
全
て
洗
い
出
し
、
安

議
員
　（
仮
称
）下
連
雀
五
丁
目

計
画
新
築
工
事
は
、
共
同
住
宅

680
戸
の
計
画
で
、
こ
れ
ま
で
も

議
会
で
人
口
増
に
対
し
議
論
さ

れ
て
き
た
。
現
在
で
も
付
近
で

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
開
発
後
は
共
同
住
宅
住
民

の
自
家
用
車
利
用
等
で
、
更
に

渋
滞
す
る
と
考
え
る
。
渋
滞
発

生
を
ど
う
抑
制
す
る
か
伺
う
。

市
長
　
開
発
事
業
者
に
対
し
、

入
居
者
や
商
業
施
設
利
用
者
の

車
両
の
出
入
り
台
数
予
測
等
の

調
査
を
求
め
、周
辺
へ
の
影
響

を
検
討
し
て
い
る
。今
後
、都
に

は
連
雀
通
り
整
備
の
事
業
化
と

バ
ス
ベ
イ
設
置
を
、
開
発
事
業

者
に
は
車
両
の
入
出
庫
ル
ー
ル

議
員
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に

お
け
る
、
今
後
の
主
権
者
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
社
会
科
に
お
け
る
政
治
経

済
、
社
会
に
関
す
る
教
養
は
も

と
よ
り
、
中
学
生
の
意
見
発
表

会
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
身

の
回
り
の
問
題
か
ら
社
会
問
題

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
課

題
解
決
を
図
る
実
践
も
行
っ
て

き
た
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
教

育
実
践
を
基
礎
と
し
、
社
会
科

や
他
の
教
科
領
域
の
活
動
も
含

め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
な
が
ら
、
社
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
識
や

市
民
・
公
民
と
し
て
の
主
体
的

な
判
断
を
養
う
よ
う
な
主
権
者

教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
歩
行
者
、

自
転
車
通
行
、
自
動
車
通
行
の

諸
課
題
に
つ
い
て

け
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ

り
主
体
的
な
社
会
参
画
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
具
体

的
な
指
導
事
例
を
示
し
た
大
変

優
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
先
進
的
な
事
例

も
十
分
参
考
に
し
た
上
で
、
児

童
・
生
徒
が
主
権
者
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
社
会
の
形
成
者
と

な
る
よ
う
、
外
部
講
師
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
主
権
者

教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
は
、
市
民
の
生
活
基
盤
と
し

て
商
業
施
設
の
範
囲
を
超
え
て

役
割
が
増
大
し
て
い
る
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て

の
コ
ン
ビ
ニ
と
行
政
と
の
連
携

強
化
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
コ
ン
ビ
ニ
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
今
後
多
様
な
分
野
で
連

携
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

議
員
　
非
常
時
に
子
ど
も
た
ち

が
店
舗
等
に
駆
け
込
め
る
「
み

た
か
子
ど
も
避
難
所
」
は
、
新

設
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
協
力
拡
大

で
防
犯
効
果
等
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
教
育
委
員
会
か
ら
積

極
的
に
要
請
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長
　
今
後
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
事
業
所
に
働
き
か
け
た
い
。

議
員
　
三
鷹
産
野
菜
な
ど
の
販

路
拡
充
に
よ
る
地
産
地
消
推
進

に
も
、
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
は

有
効
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
連
携
を
重
視
す
る

店
舗
は
増
え
て
い
る
。
商
品
の

安
定
供
給
等
の
課
題
に
市
も
解

決
に
向
け
て
働
き
か
け
た
い
。

議
員
　
勤
労
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
と
労
働
人
材
確
保
と
い
う
課

題
に
直
面
す
る
コ
ン
ビ
ニ
業
界

と
の
橋
渡
し
は
、
高
齢
者
の
雇

用
確
保
の
点
で
大
き
な
成
果
が

期
待
で
き
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー
ト
三

鷹
等
と
コ
ン
ビ
ニ
業
界
が
連
携

す
る
機
運
を
醸
成
し
た
い
。

議
員
　
コ
ン
ビ
ニ
と
連
携
し
た

買
い
物
不
便
地
域
で
の
移
動
販

売
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
移
動
販
売
は
ま
ず
大
沢

地
区
で
事
業
者
等
と
実
施
し
、

今
後
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉イ
ン
タ
ー
バ

ル
速
歩
等
を
活
用
し
た
健
康
づ

く
り
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員
　
平
成
29
年
６
月
、
神
奈

川
県
教
育
委
員
会
は「
小
・
中
学

校
に
お
け
る
政
治
的
教
養
を
育

む
教
育
」実
践
協
力
校
連
絡
会

を
設
置
し
た
。ま
た
、主
権
者
教

育
に
つ
い
て
高
校
で
の
導
入
を

進
め
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら

全
国
で
初
め
て
小
・
中
学
校
向

け
の
指
導
指
針
を
つ
く
り
、
生

活
科
や
社
会
科
な
ど
で
の
指
導

例
を
示
し
た
。
本
市
に
お
い
て

も
同
様
の
取
り
組
み
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
神
奈
川
県
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
は
、
選
挙
権
の

行
使
や
政
治
的
教
養
を
身
に
付

す
る
話
を
聞
く
機
会
の
確
保
が

有
効
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
杏
林
大
学
病
院
や
学

校
医
と
連
携
し
、専
門
家
・
が
ん

経
験
者
の
声
を
聞
く
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
よ
り
理
解
を
深
め

る
が
ん
教
育
を
推
進
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
足
こ
ぎ
車

椅
子
の
活
用
に
よ
る
歩
行
困
難

な
市
民
の
支
援
に
つ
い
て

市
域
を
超
え
た
事
業
の
普
及
・

啓
発
を
市
も
担
う
こ
と
が
、
よ

り
多
く
の
が
ん
患
者
の
支
援
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
が
ん
教
育
は
、
健
康
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
病

気
の
人
に
対
す
る
偏
見
等
を
な

く
す
重
要
な
機
会
と
考
え
る
。

ま
た
、
子
ど
も
が
保
護
者
に
が

ん
検
診
を
勧
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
受
診
率
の
向
上
も
期

待
で
き
る
。取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
　
平
成
30
年
度
か
ら
各

校
の
教
育
課
程
に
が
ん
教
育
を

位
置
付
け
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
命
の
大
切
さ
を
主
体
的
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
推

進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見

の
重
要
さ
を
指
導
し
、
家
庭
で

の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

議
員
　
が
ん
教
育
の
一
環
と
し

て
、地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
で
あ
る
杏
林
大
学
病
院
と

連
携
し
、病
院
見
学
・
が
ん
に
関

議
員
　
医
療
の
進
歩
で
、社
会

で
活
躍
す
る
が
ん
患
者
が
増
え

て
い
る
。一
方
、企
業
の
受
け
入

れ
体
制
が
未
整
備
な
た
め
、仕

事
の
継
続
や
再
就
職
が
困
難
な

状
況
だ
。
が
ん
患
者
の
就
労
支

援
に
つ
い
て
市
内
企
業
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
本
市
在
住
の
就
業
者
の

約
55
・
６
％
が
他
の
市
区
町
村

で
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
は
、
国
・
都
が
行
う

教
育
長
　
今
後
、
市
と
し
て
適

応
指
導
教
室
の
設
置
も
含
め
た

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
更
な

る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
に
は
、
情
報
提
供
や

相
談
対
応
な
ど
、
寄
り
添
っ
た

支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
家
庭

訪
問
型
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
訪
問
型
の
支
援
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で

は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
学
校
教
職
員
等
と
も
連

携
す
る
中
で
家
庭
を
訪
問
し
て

一
定
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
校
内
通
級

に
つ
い
て
／
障
が
い
者
の
就
労

に
つ
い
て

を
整
理
し
、連
携
を
強
め
た
い
。

議
員
　
教
育
機
会
確
保
法
は
、

公
的
な
補
助
が
な
い
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
に
経
済
的
な
支
援
を

検
討
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
て

い
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
の
経

済
的
支
援
の
あ
り
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
施
設
環
境
や
教
育
体

制
整
備
へ
の
支
援
が
必
要
だ
と

認
識
す
る
が
、
課
題
も
あ
る
た

め
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

議
員
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
集
団
生
活
へ
の
適

応
等
の
た
め
の
適
応
指
導
教
室

を
運
営
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
本
市
で
も
適
応
指
導
教
室

の
設
置
な
ど
更
な
る
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

に
入
れ
た
運
用
を
行
い
た
い
。

議
員　
災
害
時
に
被
害
状
況
を

把
握
し
、
現
場
や
避
難
所
と
意

思
疎
通
を
図
る
た
め
に
も
、
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

有
効
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
市
長
室
と
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
の
間
で
導
入
し

て
い
る
。
今
後
、
避
難
所
が
設

置
さ
れ
る
学
校
等
で
の
災
害
時

の
利
用
に
つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
災
害
時
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
有
効
性
の
確
認
を
含

め
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど
で
テ

レ
ビ
会
議
に
よ
る
連
携
や
地
図

情
報
一
元
化
等
の
訓
練
を
試
行

的
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
災
害
対
策
本
部
運
営
訓

練
に
当
た
り
、
今
年
度
は
災
害

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
災
害
時
、
通
信
が
利
用

困
難
な
状
態
に
陥
れ
ば
、
復

旧
・
復
興
に
も
支
障
を
来
す
。

災
害
に
強
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

の
構
築
が
必
要
だ
。
地
上
の
環

境
に
影
響
さ
れ
な
い
衛
星
回
線

の
利
用
も
有
効
で
は
な
い
か
。

市
長　
国
や
自
治
体
が
衛
星
回

線
を
利
用
し
て
災
害
情
報
等
を

効
率
的
に
伝
達
す
る
方
策
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
体
衛
星
通

信
機
構
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
の
運
用
の
あ
り
方

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
電
気
自
動
車
や
燃
料
電

池
自
動
車
は
、
平
時
か
ら
使
用

で
き
、
災
害
時
に
は
避
難
所
で

電
力
源
と
し
て
活
用
で
き
る
。

導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長
　
現
在
は
燃
料
の
補
給
場

所
整
備
等
の
課
題
が
あ
る
。
今

後
環
境
が
整
い
、
導
入
す
る
際

に
は
、
災
害
時
の
活
用
も
視
野

今
後
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
社
会

的
自
立
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
認
識
す
る
。
課
題

議
員
　
教
育
機
会
確
保
法
に
は

不
登
校
の
子
ど
も
の
受
け
皿
と

し
て
、
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
、
多
様
な
学
習
活
動
の

重
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
般
質
問

　
11
月
30
日
、
12
月
１
日
の
本
会
議
で
、

21
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

民
進
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

先
進
的
な
事
例
を
活
用
し

�

主
権
者
教
育
の
充
実
を

　
公
明
党
　
粕
谷
　
　
稔
　
議
員

コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
強
化
で

�

地
域
に
根
ざ
し
た
行
政
を

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

が
ん
患
者
の
就
労
支
援
の
現
状
と

�

今
後
の
が
ん
教
育
の
推
進
を
問
う

　
公
明
党
　
寺
井
　
　
均
　
議
員

災
害
時
こ
そ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

�

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
れ

公
明
党
　
大
倉
　
あ
き
子
　
議
員

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

�

児
童・生
徒
の
不
登
校
対
策
を

民
進
党
　
髙
谷
　
真
一
朗
　
議
員

急
激
な
人
口
増
に
備
え
た

�

安
全
安
心
の
交
通
環
境
整
備
を

胃がん集団検診（公会堂さんさん館）

選挙管理委員会事務局による出前授業

（
４
面
へ
続
く
）


